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収支不足の対応に活用できる基金　　R5.1 公表　　今回
それ以外の基金　　R5.1 公表　　今回
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( 億円 )
財政収支の見通し 基金残高の見通し

R5.1 公表

今回

( 億円 )

( 年度 )

( 年度 )

福祉や教育など基本的な事業
を行うための会計

国民健康保険や介護保険など
特定の事業の会計

料金収入などで運営している
水道・下水道事業の会計　

令和６年度当初予算案

一般会計
４６７５億円

特別会計
２６１０億円

企業会計
８８１億円

市税
1527 億円

国庫・府支出金
1464 億円

地方
交付税
459 億円

その他
874 億円

市債（借入金）
351 億円

福祉サービス
2139 億円

教育振興
852 億円

借入金返済
381 億円

保健医療・ごみ処理
304 億円

スポーツ振興・総務的経費
376 億円

その他
223 億円

道路・
公園整備
401 億円

歳入

歳出

前年度比＋347 億円（＋8.0%）

前年度比＋52億円（＋2.0%） 前年度比▲33億円（▲3.6%）

市では、これまで徹底した事業見直しを進め、新型コロナや物価高騰対策等に注力し、
デジタル化・DX や女性活躍の推進、区役所の機能強化等の行政改革、子育て支援の充実や
健康寿命の延伸など喫緊の課題にも着実に取り組み、持続可能な都市経営に向けて土台を
築いてきました。令和 6 年度も堺が持つ可能性を最大限に発揮し、「輝く堺」であるように
未来を見据えて積極的に挑戦します。

安心できる堺の確保

全体規模 一般会計予算案の内訳

　産後ケアの拡充　
・出産後に助産師などが心身のケア
　を行う「産後ケア事業」につい
　て利用者負担額を軽減

安全・安心な保育体制の強化
安全対策や配慮を要する子どもへの対応な
どを行う職員の雇用に要する費用を補助

　ヤングケアラー世帯への訪問支援
育児や家事などの援助を行う支援員を派遣

　大学生などを対象とした
　給付型奨学金の創設
・大学生などを対象に年額 12万円を給付する
　奨学金を創設
・高校生などは対象を全学年に拡大し、
　給付額を年額 6万円に増額

　不登校の子どもの
　学びとつながりの支援
生活困窮世帯の長期間中学校を欠席している
子どもを対象に家庭教師を派遣

　子どもの総合的な
　学力向上の推進
子どもそれぞれの学力の伸び
を測る調査結果などを活用
し、効果的に学習を支援

　学校体育館の空調整備
市立小・中学校、高校、特別支援学校の
体育館の空調整備に向けた設計を実施

　学校給食の食材費高騰支援
市立小・中学校、特別支援学校において、
令和6年 4月から1年間、食材費の高騰分
を市が負担

　高齢者のあんしんサポートの推進
家族などにつながる緊急連絡用ステッカー
や協力者に捜索を依頼できるアプリの提供
により認知症高齢者など行方不明者の
発見を支援

　がん検診の無償化
各種がん検診、胃がんリスク
検査及び前立腺がん検査の自
己負担金の無償化を継続

　地域活動支援センターの再編・強化
連携推進員の配置や開所時間の拡大により、
障害のある方に対する地域生活支援を充実・
強化

　津波避難ビルへの地震時
　自動解錠キーボックスの設置
対象となる小・中学校などの門や入口に
地震の揺れを感知して自動的に解錠する
キーボックスを新たに設置

　自治会設置防犯灯の LED化の促進
LED化に要する費用の補助
により、自治会の負担を
軽減し、環境負荷も低減

　動物指導センターの施設更新
動物愛護を推進する拠点
として再整備するため、
動物指導センターの建替
えに向けた設計を実施

※グラフの数値は四捨五入のため、合計が合わないことがあります

子どもの貧困対策などの更なる強化の
ため「子どもの未来応援室」を新設

保育の利便性・満足度や質の更なる向上
を図るため組織を再編

・生後 1歳未満の乳児とその母親を対象とし
　た訪問型産後ケアを導入

その他の
施策は
こちら→

問　財政課 (☎228-7471 ℻228-7856)

堺の未来への挑戦
百舌鳥古墳群における
「保全」と「活用」の推進

2025 年大阪・関西万博の
開催に向けた取組

「堺エネルギー地産地消
プロジェクト」の推進

SMI プロジェクトの推進
（仮称）大和川サイクルライン
などの整備・利用促進

・世界の墳墓をテーマにした
　古墳サミットを開催し
　「百舌鳥・古市古墳群」

・大阪・関西万博の開
　催効果を最大化する
　ため、万博の機運
　醸成と堺の魅力発信
　を強化
・国内外からの誘客促
　進に向け、インバ

堺都心部の活性化や東西交通問題の改善など
をめざして取組を実施
・SMI（※1）都心ラインの乗降場所となる
　ART（※2）ステーションを暫定的に整備
　し、 自動運転車両による実証実験を実施
・SMI美原ラインにおいて本格運行を見据え
　た実証実験を実施

・サイクルラインや接続する路線におい
　て安全で快適に自転車が通行できる環
　境などを整備
・ 完成披露イベントの実施や情報発信に
　より利用を促進

・DX 推進のための人材育成やデジタル
　ツール導入の費用を補助
・一定以上の賃上げを行う中小企業が
　運転資金などに必要な融資を受ける際の
　保証料を全額助成

中小企業の生産性向上・賃上げ
に向けた取組への支援

脱炭素先行地域として、建物の省エネ・創
エネに加え、再エネ由来の電力供給を組み
合わせた取組を実施
・都心エリアにおいて公共施設（市役所本
　庁舎など）の脱炭素化
・泉北ニュータウンエリアにおいて「ゼロ
　エネルギータウン」を創出

スタートアップ向けオフィス
整備の促進（中百舌鳥エリア）
オフィスのリノベーション費用への補助及び
新たにオフィスを開設する起業家への賃料
補助を拡充

　ウンドを含む団体ツアーの費用補助や
　市役所21階展望ロビーのリニューアル、
　鉄道事業者などと連携した観光キャン
　ペーンなどを実施
・子どもたちの国際感覚の醸成、未来に向
　けた行動につながる取組などを実施

前回と比べて人件費や社会保障関係費の増加等により収支が悪化し、市税や地方交付税等の歳入の増加に
よって後年度にかけて改善傾向であるものの、基金残高は大幅に減少する見込みです。今後も不断の見直
しを行い、財政構造の改善に向けて取り組み、持続可能な財政運営を確保できるように努めます。
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　の価値や魅力を発信
・世界遺産登録 5周年を迎え、関係自治体
　と連携した記念イベントや堺市博物館での
　企画展を開催
・古墳の濠の水環境を改善する取組を実施

新金岡地区活性化の推進
新金岡地区の持つポテンシャルを最大限に
活かした地区活性化に向け、土地活用の方
向性や整備手法を検討

女性就職支援及び
非正規雇用者の転職支援
平日夜間などでも利用可能な
相談や短時間勤務など希望に
応じた求人の紹介などを実施

©Expo 2025

（※1）SMI：堺・モビリティ・イノベーション

（※2）ART：次世代都市交通

https://www.city.sakai.lg.jp/shisei/koho/hodo/hodoteikyoshiryo/kakohodo/teikyoshiryo_r6/r602/060207_02.files/0207_02.pdf

